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はしがき

研究代表者西関　隆夫

(東北大学大学院情報科学研究科)

本研究成果報告書は,平成13年度と14年度に文科省より交付された科学研究費補助

金･基盤研究(C) (2) ｢グラフアルゴリズムの効率化と評価に関する研究｣の研究成果を,

国内外において発表してきた研究論文に基づき取りまとめたものである｡

本研究では,木,直並列グラフ,部分k一木,縮退グラフ等の構造的グラフに対する彩色

問題,全彩色問題,多重彩色問題,リスト辺彩色問題,辺素な道問題,分割問題,および

平面グラフに対する描画問題を取り上げ,個々の問題に対して効率のよいアルゴリズムを

設計するばかりでなく,効率的グラフアルゴリズムの統一的設計法の研究と得られたアル
ゴリズムの評価を行った｡

木に対しては,コスト辺彩色問題を0(n△2)時間で解くアルゴリズムを与え,需要点と

供給点からなる木の分割問題を解くアルゴリズムや完全近似スキームを与えた｡

直並列グラフに対しては,重み付彩色問題,多重彩色問題,リスト辺彩色問題を解くア

ルゴリズムを与えた｡また,直並列グラフの辺素な道問題のNP一完全性の証明にも成功

した｡

部分k木に対しては,多重彩色問題を点数nと点の最大重みのWの多項式時間で解く

アルゴリズムを与えた｡

縮退グラフに対しては,全彩色問題を解く効率的なアルゴリズムを求めた｡

また平面グラフ上で"非交差"なスタイナ林を求める問題を,すべてのスタイナ木の端

子が2つの面にしかないとき, 0(nlogn)時間で解くアルゴリズムを与えた｡

一方,グラフ描画に関しては, 4連結平面グラフの小さな格子への直線描画,角の点を

自由に選べる矩形描画,折れ曲り最小の直交描画を求めるアルゴリズムを与えるととも

に,内部矩形描画の特徴付けも与えた｡

本研究は,効率的グラフアルゴリズムの統一的設計法とそれらの評価法の開発を目指

し研究を行ってきたが,これまでさまざまな問題に対するより高速なアルゴリズムを開発

し,それらのアルゴリズムの理論的評価を行った｡この研究報告書が,これらの関連分野

の研究者に少しでもお役に立てば幸いである｡

平成15年3月
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